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愛と復讐のパラドックス―
トニ・モリソン『ソロモンの歌』論
幡　山　秀　明
1 
Toni Morrisonの一作目 The Bluest Eye (1970)では、主人公 Picolaが結末で狂気に
陥り、“she ﬂailed her arms like a bird in an eternal, grotesquely futile effort to ﬂy. Beating 
the air, a winged but grounded bird”1 とあるように、羽の折れた飛べない鳥として提
示される。ピコーラに限らず、少女たちを鳥に喩える描写も多いし、鳥のイメー
ジは以後も多用される。次作 Sula (1973)のス－ラは親友Nelの結婚後郷里を離れ、
その十年後に鳥の大群とともに帰郷する。最後には飛行機を愛し、夢を追いかけ
て行ってしまった恋人 Ajaxに去られ、孤独のうちに死んでいく。スーラが唯一執
着した男エイジャクスは飛行機よりも母親を愛した。彼の母親は薬草に長じ、ま
た呪文を唱え魔術を使うと述べられる。
そして、第三作の Song of Solomon (1977)はノース・カロライナ相互生命保険会
社集金人 Robert Smithの飛び降り自殺のエピソードで始まる。
At 3:00 p.m. on Wednesday the 18th of February, 1931, I will take off from Mercy 
and ﬂy away on my wings. Pleases forgive me. I loved you all.   
(signed) Robert Smith,
Ins. agent 2
という張り紙を張って、彼はミシガン州マーシーからスペリオル湖の向こう側ま
で “ﬂy away on my wings”することを予告する。勿論結果的には、“Not Doctor Street”
と呼ばれる通りのはずれにある “No Mercy Hospital”と呼ばれる慈善病院の丸屋根
から飛び降り自殺をしてしまうことになる。
狂気の自殺行為を見守る群衆の中、一人の女性が次のような唄を歌う。
O Sugarman done fly away
Sugarman done gone
Sugarman cut across the sky
Sugarman gone home
出産を控えた妊婦の付き添いとしてたまたまそこに居合わせた彼女が Pilateであ
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り、主人公Milkmanの叔母であるだけでなく、よく指摘されるように、彼の人生
飛行の “pilot”として重要な役割を持つ女性であることも後に明らかになる。この
二人の設定は前作のエイジャクスと母との関係の延長上にあると考えられる。パ
イロットが一族の男の系譜に執着して媚薬となる薬草を兄に飲ませ、その結果生
まれたのがミルクマンという筋書きであり、またパイロットは最後まで彼を見守
り、生き方の一つの指針となる役割を持つ。
この事件の翌日にその妊婦から生まれた子がMacon Dead IIIで、後にミルクマ
ンとあだ名される中心人物となる。また、当時、その場には “a cat-eyed boy about 
ﬁve or six years old”も居合わせており、後の彼の親友 Guitarであることがわかる。
利発なこの少年は、病院の屋根の上で青い絹製の翼をパタパタさせているロバー
ト・スミスを見つめつつ、またパイロットの唄に耳を傾けている。主人公の人生
の伴奏者となるギターの役割もまた重要であり、後に明かされる復讐の白人狩の
ハンターとしての彼の「猫眼」は、謎めいた後半の山場の一つである山猫解体の
場面と関連付けられる。そして、「猫眼」、山猫解体、ルター (“Luther”)がどのよ
うに関連するのか。後述することになるが、それがこの作品を読み解く重要な鍵
の一つとなる。
最後の場面では、さらに再びこの三人が “Solomon’s Leap”という大きな岩場で
一堂に会することになる。ミルクマンはこの頃までには誤解がもとでギターに命
を狙われ、追跡されるようになっている。ミルクマンが最終的に辿り着いた故郷、
ヴァージニア州 Shalimarの村の「ソロモンの飛び場」で、ミルクマンと叔母のパ
イロットは彼女の父Macon Dead I (本名 Jake、解放奴隷 )の遺骨をようやく埋葬す
るに至る。だが、その時その場でパイロットは銃声とともに倒れ、その後ミルク
マンは呼び声に応じたギターの方に飛翔していき、物語は突然の幕切れとなって
しまう。
Without wiping away the tears, taking a deep breath, or even bending his knees̶
he leaped. As ﬂeet and bright as a lodestar he wheeled toward Guitar and it did not 
matter which one of them would give up his ghost in the killing arms of his brother. 
For now he knew what Shalimar knew: If you surrendered to the air, you could ride 
it. (337,原文のまま )
最後の最後に、「ソロモンの知恵」(“Solomon, or Shalimar,” 322)ともいうべき「風
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に身を委ねれば、風に乗れるだろう」というアフォリズムが残される。この警句
は一種の処世訓なのか。インドのヨガ修行者が超日常的能力で浮遊するというよ
うな話やそれを信じる者に対する嘲笑か。「希望の的のように素早く輝かしく」飛
翔する男への皮肉な警句なのだろうか。
最後の場面の終わり方を巡っては、ミルクマンの精神的な飛翔を示すと見る
O’Reilly3 など、様々な解釈がなされている。叔母の復讐のために「彼は飛んだ」
のか、誰が死ぬか、生き残るのか。また、人間として心身の成長を遂げた（両脚
の長さの矯正等で比喩的に示されるという）ミルクマンと狂人と化したかのよう
なギターとの格闘にはどのような意味があるのか。ただ、ここで最も重要な点は、
アメリカ社会においてパイロットとギターに代表される無関心と過激という極端
な存在の狭間の中で、作者が 1960 年代初頭を生きる黒人青年にルーツを辿らせて
同族の歴史を確認させ、明日へのあり方に対して警句を与え、さらにアフリカン・
アメリカンの男としてのあり方に思いを巡らすように皮肉な試練を与えているこ
とにある。それどころか、この警句には、ルーツの一人、Solomon以来、女を捨
ててどこかへ飛んでいく男たち―ピコーラの父やネルの夫等―に、また逆にそう
せざるを得ない男の状況に、深い怒りと同情と諦念、皮肉と絶望が隠されている
のかもしれない。
2
シャリマーに至るまでのミルクマンの南部への旅は、曽祖父にあたるソロモン
発見の道程であり、村の子供たちの歌う遊び唄「ソロモンの唄」がその鍵となる。
さらに、先に引用したパイロットの「シュガーマンの歌」はその流れを汲み、村
を出て行った彼女の両親を経て彼女に伝えられたと推察されている。「ソロモンの
唄」は次のような内容を伝える。
Jake the only son of Solomon 
Come booba yalle, come booba tambee
Whirled about and touched the sun
　　　　　　…
O Solomon don’t leave me here
Cotton balls to choke me      
O Solomon don’t leave me here
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Buckra’s arms to yoke me
Solomon done fly, Solomon done gone
Solomon cut across the sky, Solomon gone home
 (303)
祖父 Jakeは「ソロモンの一人息子」であり、奴隷解放後の登録の際には彼が文盲
であったが故にメイコン・デッドと記載されてしまい、さらにヴァージニアを去っ
てペンシルヴェニア州のダンヴィルで果樹園を造りあげるがそれを狙う白人たち
に射殺されてしまう。苗字の通り二重に抹殺された元奴隷男であったことがわか
る。彼の遺児がデッド 2世とパイロットの 2人であり、3世としてミルクマンが
生まれるまでの過去が辿られる。
「ソロモンは飛んでった　行ってしまった / ソロモンは空をつっきった / ソロ
モンは故郷にいってしまった」と歌われる奴隷ソロモンは、「空飛ぶ男」として郷
里の村の遊び唄を通して語り継がれ、またパイロットの「シュガーマンの唄」の
中でソロモンからシュガーマンへと名前を変えて生き続けていたことになる。奴
隷の曽祖父には、シュガーマンやミルクマンといういかにも甘ったるい子供じみ
た現代の呼び方とは対照的なソロモンという名前が与えられている。そして、伝
説の「空飛ぶ男」として様々な謎を残すばかりでなく、比喩的な意味でも飛ぼう
とする後世の男たちの原型となっているのではないかと考えられる。
ミルクマンの父デッド 2世は不動産業で成功しており、息子の彼は中産階級の
裕福な家庭だが不仲な両親の元で育ったという設定にする作者は、敢えて彼に奴
隷の祖先にまで辿り着く旅の試練を課している。それは、彼にとって見知らぬ土
地での様々な出会いと体験を通した自己発見の旅でもあり、同時に祖先たちに強
いられた残酷非道な奴隷時代を確認する過程でもあった。ミルクマンは「ソロモ
ンの唄」に秘められた奴隷の末裔たちの歴史を確認する。
“Why did you call Solomon a ﬂying African ?” 
“Oh, that’s just some old folks’ lie they tell around here. Some of those Africans 
they brought over here as slaves could ﬂy. A lot of them ﬂew back to Africa.  The 
one around here who did was this same Solomon, or Shalimar̶I never knew which 
was right….” … “…They used to try to grow cotton here….” (322)
伝説を現実的に解釈しようとするミルクマンは、さらに村の者から次のような説
明を聞く。
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“ … according to the story he wasn’t running away. He was ﬂying, he ﬂew. You 
know, like a bird. Just stood up in the ﬁelds one day, ran up some hill, spun around 
a couple of times, and was lifted up in the air.” (323) 
ソロモンが「鳥のように」「飛んでいった」後に残されたのは女・子供であり、そ
の後日談も語り継がれている。“It like to killed the woman, the wife…. Anyway she’s 
supposed to have screamed and crying. Her name was Ryna. Ryna was out of her mind. 
(323, 原文のまま )”と語られ、彼女の慟哭は “Ryna’s Gulch”として、ソロモン同様
当地に名を残している。
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「空飛ぶ男」といえば、Virginia Hamiltonのアメリカ黒人民話集 The People Could 
Flyが思い出される。その最後を飾るタイトル・ストーリーは次のような話であ
る。
昔々アフリカに青い空を背にして自分の羽で黒鳥のように空を飛ぶ人々がいた
が、奴隷としてアメリカに連れてこられて酷い目に合わされていた。飛べることは
忘れてしまっていたが、トビーという老人だけは覚えていた。綿花畑で過酷な労
働を強いられ、サラは赤ん坊を背負いながら働いていた。赤ん坊が空腹で泣き出
すと奴隷監督がやってきてサラに鞭を振るった。弱って倒れているとまた監督が
やってきて血が出るほど鞭打った。トビーが「クム　ヤリ、クンブバ　タベ」と
いう呪文を教えると、サラは身が軽くなって立ち上がり、飛んでいった。翌日は
倒れるほどの猛暑だった。倒れて鞭打たれたトビーが呪文を唱えると男や女たち
と一緒に浮かび上がり、鷹や鷲のように空を飛んでいってしまった。そこにいな
かったご主人様はそんなことは決してないといったが、彼らは「自由」に向かっ
て飛んでいってしまったのだった。
この民話には奴隷の過酷な日常と儚い願いが込められている。そして、飛翔に
込められたこの血みどろの自由への願いが、20 世紀のピコーラ、スーラ、ミルク
マンへと受け継がれている。だが、時代の流れの中で自由への願いがそれぞれ美
への偏執と自己否定、自由奔放、無自覚な放逸さへと変質していることが主人公
たちを通して理解できる。わずかに得た自由の枠の中で各人物が夢をみては挫折
し、または孤立し、ピコーラの場合は極端へと向かうことで正気が振り切れ、狂
気へと進む。
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『ソロモンの唄』に登場する “the Seven Days”の男たちが実行する、愛の復讐と
いう名の暗殺行為もまた行為者の心を蝕み、次なる狂気を生む。
4
作品冒頭に登場する自殺男ロバート・スミスとギターは、「セヴン・デイズ」と
いう復讐のための白人暗殺秘密組織のメンバーとしてつながり、ミルクマンの姉
Corinthiansと結婚する Porterもまたその七人のうちの一人であることがわかる。
ポーターは泥酔して猟銃を振り回す男としてやはり第一章に登場している。屋根
裏窓に座り、銃身を自分に向けるが長いために自殺できず、果ては見物人たちの
頭上に放尿する。ただ結婚により組織からは抜け、七つの曜日のうち彼の分の曜
日が欠員となる。彼らは同胞への “love”をキーワードにして、復讐のためには残
虐行為も辞さない。そのために精神の安定を失い、狂気に走りやすく、ギターが
親友ミルクマンの殺害を目論むようになってしまうのもそうした狂気ゆえと読む
べきなのだろう。メンバーの一人に欠員が出ること、その理由がミルクマンの身
内にかかわること、また、ギターがミルクマンに極秘事項を打ち明けていること、
これらはミルクマンが次の暗殺メンバーとして求められているということを示し
ているのではないだろうか。
最後の「ソロモンの飛び場」でミルクマンがギターの方に飛翔し、その後は多分
二人の格闘が始まるだろうと思われる場面の直前で、ギターがミルクマンに “My 
man”、さらに “ My main man”(337)と呟く。これもまたメンバーへの呼びかけと理
解されるかもしれない。もし、彼がメンバーになれば、一巡後に再び物語冒頭に
戻って「空飛ぶ男」の自殺行為が繰り返される。ここでの「空を飛ぶ」行為は狂
気のなせる業、自殺による心身の苦難からの解放と考えていいだろう。上昇の妄
想が墜落の悪夢となる。
しかし、「ソロモンの知恵」が最後を締めくくる。この警句と山猫解体の場面と
の繋がりを考察するために、まず、儀式的に進む山猫解体とミルクマンの意識に
蘇る「猫眼」のギターの言葉との関連を辿ってみたい。
狩猟の翌日、夜明けを迎えたガソリンスタンドで一同は食料にするために獲
物の山猫を解体する。山猫がひっくり返されて脚が見えると、すぐに “Everybody 
wants a black man’s life.” (281, 原文のまま )というミルクマンの心の呟きが表記さ
れる。これはギターが白人暗殺団の秘密を告げたときの言葉であるということが
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わかる。ナイフが切り下ろされると、“Not his dead life; I mean his living life.” とい
う表記が挿入され、生殖器が切り落とされると “It’s the condition our condition is 
in.” (282)と続く。皮が剥ぎ取られる後には “What good is a man’s life if he can’t even 
choose what to die for”
 とあり、さらに皮の下の膜が破れると「誰もが黒人の命を
欲しい」と繰り替えされ、肉が切り裂かれ、“Fair is one more thing I’ve given up.” 
と続いていく。横隔膜が切られると “It is about love. What else but love? Can’t I love 
what I criticize?”
 という声が入り、切断されると “It is about love. What else?” という
心の呟きへと続く。最後に彼が山猫の首を見ると “Only the eyes held the menace of 
the night”(283)であったと結ばれる。
ギターの言葉が妄想であれ、現実であれ、ミルクマンは聞いたその言葉を一部
変えながら繰り返す。「誰もが黒人男の命を欲しがる」、「それが俺たちの状況なん
だ」、「闇雲に殺されるだけの男の命なんてどれだけのものなんだ」という意識は、
過剰な恐怖心と憎悪と無縁ではない。だが、同胞愛を拠とする復讐の憎悪が「愛
についてなんだ」、「自分が批判するものを愛せないって」というように、愛を口
実にするとき、それは既に妄想と錯乱の始まりである。ミルクマンはギターの言
葉から愛の欺瞞や復讐の不条理を確認しているのか。同調しているのか。ただ作
者は、解体後もまだ残る山猫の眼を「眼だけは夜の脅威を保っていた」と描写す
るに留める。
夢や自由へ男の翼が羽ばたいて、忘れ去られた同胞の女の嘆きが地獄の谷間に
木霊する。そして、同胞愛ゆえの復讐の夢が狂気と化して凶器が同胞にまで向け
られるとき、愛も復讐も不条理な非道となる。
さらに、この場面に関しては、Wilfred Samuels4 などは、解体を行う Calvinや
Lutherらの名前からして彼らがミルクマン開眼の指導者であると考え、彼の再生
としての誕生を示していると指摘する。村人たちがソロモンのように著名な名を
名乗るのには当然作者の意図があるはずで、当然宗教改革者たちの名前は古い意
識の解体、何らかの改革や再生とかかわってくる。しかし、その指摘だけでは不
十分であり、例えば、宗教改革についても、その後も混乱と血生臭い争いがあり、
今なお、キリスト教に限らず、それが続いていることは歴史が教えてくれる。改
革による混乱と暴動からは、特にワシントン大行進後 1960 年後半から 70 年代半
ば頃までに盛んに勃発した人種暴動や過激な黒人解放運動などが連想される。
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作者は解体場面を描くことで、ミルクマンのどのような変革を示そうとしてい
るのか。ギターの役割が、ミルクマンの、いわば人生を語る唄の伴奏者、つまり
は煽動者であるとして、山猫解体は悲痛で歪んだギターの思想の解体を暗示する
のだろうか。ミルクマンのそこからの完全な脱却を意味するのだろうか。理不尽
な残虐行為に対して抱く憎悪や復讐心からの決別なのか。パイロットのようにア
メリカ社会の片隅でノマド的に生きるあり方へと向きが変わるということなのだ
ろうか。彼女に臍がないということは、アフリカ、またはアメリカ物質文明社会、
それともその両方との結びつきを拒絶しているということなのか。ヒッピー的生
き方か。デッド II世のように資本主義社会の不動産所有者として物質文明を享受
するのか。社会の末端で生きるシャリマーの人々のような田舎暮らしか。子孫たち
は伝説のソロモンのようにアフリカへは帰ることはできない。作者は同じアフリ
カン・アメリカンの青年の視野を広げ、謂わば、彼を育て直すのだが、この「育
て直し」の後がさらに容易でない。ただ最後の警句でもって物語の幕を引き、解
説は一切控える。「ソロモンの知恵」で読者を煙に巻く。そして、60 年代が過ぎ
去り、70 年代半ばで過去 10 年間の変革の嵐を振り返りながら、どのようなアメ
リカ社会の 10 年、20 年であったかという問いや、また、どうあるべきかという
問題は読者、特に同族の青年たちに委ねている。
前作『スーラ』では、もう一人のアウトサイダーで第一次大戦の帰還兵 Shadrack
も鍵となる人物として描かれる。彼が登場する 1919 年から、46 年の年月を経て
公民権運動後の 1965 年で物語が終わるが、同年カリフォルニアではワッツ暴動が
起き、また北爆開始によりヴェトナム戦争も激化する。この 1965 年という『スー
ラ』の最後の物語時間の設定は、例えば、60 年代後半以降のブラック・パンサー
の活動に示されるような急進的な新しい黒人運動の時代への転換期であることを
反映しているのではないか。他方、『ソロモンの唄』は奴隷解放宣言から 100 年後
の 1963 年で物語を終える。その年までに作者同様 1931 年生まれで 1963 年 32 歳
になるミルクマンに彼のルーツを辿らせ、同族の悲惨な歴史を自覚させる。勿論、
63 年は公民権運動が頂点を迎え、Martin Luther King牧師らによるワシントン大行
進と彼の有名な演説が行われた年である。
作品は何故かこの歴史的な出来事には触れない。ギターたちは、シャドラック
のような第一次大戦後の黒人帰還兵に対して白人の行った惨殺を思い出し、ラジ
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オ放送を通して 1955 年の Emmett Till事件という不条理なリンチングを知る。モ
リソンの描くギターたちの悪夢は、“I have a dream”の裏側で息を潜ませる復讐へ
の衝動であり、ソロモンのようにアメリカから飛び去ってしまいたい絶望であっ
たのかもしれない。奴隷解放後も “Dead”として心身ともに抹殺され続けてきてい
るさ迷える魂、狂気に近い憎悪や怨念を秘めた「猫眼」のハンターたちが作中に
潜んでいる。ミルクマンを追跡するギターは過去の逃亡奴隷の追っ手の裏返しで
あるかのようだ。また、「猫眼」はブラック・パンサーを連想させる。作者は、山
猫解体を指導する村人の中に「ルーサー（ルター）」というキング牧師のミドル・
ネームを持つ人物を何気なく入れておく。ここには同族による過激な復讐や思想
の穏健派による解体という意義が隠されているかも知れない
公民権運動以降、65 年のMalcolm Xの暗殺や急進的なブラック・パンサーの活
動、頻発する黒人暴動、68 年のキング牧師暗殺、黒人の独立国樹立を目指した過
激派の出現など、自由を求める運動は過激さを強めていく。だが、継続的な支持
を受けることなく、70 年代中頃になると徐々に一般の支持を失っていく。1977 年
のこの作品出版まで、作者はそうした状況を具に見てきているはずで、結末での
飛翔は、批評家の多くが推察するように、ある意味で成長後の何かの始まりを暗
示しているようだが、作者はその終わりまで見据えているに違いない。
ミルクマンたちの原点が残酷な状況を強いられた奴隷たちであるという歴史の
確認が、さらに 1987 年の Beloved へと続いていく。そのモデルとなったMargaret 
Garnerも「人間だって空を飛べる」の赤ん坊を背負ったサラも「綿のボールで息
が詰まる　/　あー、ソロモン、ここに置いていかないで　/　白いだんなにこき使
われる」と嘆くライナも子を持つ同じ奴隷女であり、ある意味で男たち以上に過
酷な運命を強いられてきた。作者は飛んでいってしまう男よりもとり残されなが
らも孤立無援で運命に挑んだ女の姿に眼を向けていく。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
注
1  Toni Morrison, The Bluest Eye. New York: Washington Square,1970; Picador,1978. 162.
2  Toni Morrison, Song of Solomon. Picador, 1989. p.3. 以後この作品からの引用はこの版に拠
るものとし、引用箇所後の括弧内にその頁を記す。
3  Andrea O’Reilly, Toni Morrison and Motherhood: A Politics of the Heart, 104.
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4  Wilfred D. Samuels and Clenora Hudson-Weems. Toni Morrison, 66.
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